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輸文内容の要旨
本論文は，直接拡散によるスベクトル拡散通信方式の多元接続特性に閲する研究の成果をまとめたも
ので，5章から構成されている。
第 1章では，従来行われてきたスベクトル拡散通信方式及びその適用分野区関する研究の概要と，本
研究との関連を系統的に述べ，本研究の意義，所在を明確ICしている。
第2章では，本研究で対象とした直接鉱散によるスベクトル拡散通信系の基礎的な情成を示し，その
変復調波ならびに多元接続の数学的モデルを与えている。
第3章では.従来のスベク トJレ拡散通信多元接続系での重要な問題点である，同時接続数の少なさを
改善する手法を提案している。本手法は，送信信号波のスペクトノレ分布に着目 L，これを与えられた伝
送帯場幅内で平但化するものであり，従来方式に比べ，送受信機への徳造に大幅な変更を加えるEとな
しおよそ 2倍の何時接続数が得られる乙とを理論的K示している。
第4章では，スベクトル拡散通信多元接続方式の適用例として，同方式の室内での空間伝送による光
通信系への応問について検討している。室内における空間伝送であるという制約を加味して， 一次変調
方式ならびに拡散方式について検討を加え.ベースバンド直接拡散信号をパルス位置変調する方式が優
れている事を明らかにしている。また，提案した変調方式について，誤り率特性，および多元接続性を
理論的に導出するとともに，同期系の動作について論じている。
第 5章では，結論として本研究で得られた主要な結果を総括して述べている。
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論文の審査結果の要旨
スペクト Jレ拡散通信方式は，信号のスベクト jレ密度を低く抑え，広帯域にすることによって，既存の
通信回線に与える干渉量を小さく保ち，また自身は他からの干渉妨害に強いという新しい通信方式であるo
本論文は，直接拡散スペクトノレ・ディジタノレ通信方式における多元接続特性についての理論研究をまと
めたものであって，得られた成果を要約すると次の通りであるo
(1) 一次変調ディジタノレ信号として多値周波数シフトキーイングを採用する場合について，多元接続条
件下のもとでの周波数偏移量とスペクトル拡散量との関係を明らかにしているo特に，システムとし
て用いる乙とのできる伝送帯域幅が与えられた場合，最大アクセス・チャネル数を得る周波数偏移量
とスペクトノレ拡散量との関係を新しく見出しているo
(2) 室内における空間伝送ディジタノレ光通信にスペクトノレ拡散方式を適用する場合の多元接続性を明ら
かにしている。特に，ショット雑音，フォトダイオードのゲインなど光通信系特有の要因とスペクト
ル拡散量との関係を明らかにし，アクセス・チャネノレ数の最大化を図っているo
以上のように，本論文は，スペクトル拡散ディジタノレ通信方式を，無線通信系ならびに空間伝送光通
信系に適用する場合の多元接続特性に関する考察を行って，新しい重要な知見を得ており，通信工学の
進歩に貢献すると乙ろが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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